
第 144 回 学長定例記者会見         

第 14４回 学長定例記者会見 

 

 

日時：令和 4 年 4 月 27 日（水）11：00～11：30 

場所：広島大学 東広島キャンパス 法人本部棟 5 階 5F2 会議室 

   ※ テレビ会議システムにより、記者会見の模様を同時配信 

     受信場所：東千田キャンパス 東千田校舎 S 棟 1F 会議室 

※ YouTube による録画配信を実施 

 

 

【発表事項】 

１．ウクライナからの学生受け入れについて 

 

 

 

２．自然観察図鑑『東広島キャンパスの自然観察』を出版しました 

 

 

 

３．令和４年度科学技術分野の文部科学大臣表彰「若手科学者賞」の 

受賞について 

    （1） 大学院統合生命科学研究科   田中 若奈 助教 

    （2） 大学院先進理工系科学研究科  橋本 涼太 准教授 

 

 

 

 

【お知らせ事項】 

１．HU Global Pitch Challenge 2022 

ピッチコンテストで広島大学の２チームが企業賞を受賞 

 

 

 

  ２．宮島で地域性種苗を活用した緑化に協力しました  

 

 

 

■次回の学長定例記者会見（予定） 

    日時： 令和 4 年 5 月下旬 

場所： 広島大学 霞キャンパス 
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Ẏἶ ϼ › ἶ  

 ֦ὂ  ᴡ  

TEL 082-424-7333 

E-mail ykoda@hiroshima-u.ac.jp 
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自然観察図鑑  

『東広島キャンパスの自然観察』を出版しました！  

 

 

 

 総合博物館から、自然観察図鑑『東広島キャンパスの自然観察』を出版しま

した。広島大学東広島キャンパスは敷地面積 250ha（東京ドーム約 53 個分

の面積）を誇るエコキャンパスです。古くから地域住民の薪炭林として管理さ

れ里山の豊かな動植物がひっそりと生息していました。教職員や学生の調査に

よりこのキャンパスには絶滅危惧種が 100 種類（2022 年 4 月時点）も確認

され、身近な里山の自然を知る絶好の教材となっています。  
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令和４年度科学技術分野の文部科学大臣表彰  

「若手科学者賞」の受賞について  

 

 

令和４年度科学技術分野の文部科学大臣表彰において、本学の教員２人が、

「若手科学者賞」を受賞しましたので、お知らせします。  

 

【受賞者】田中  若奈（広島大学学術院大学院統合生命科学研究科  助教）  

【業績名】「植物の分裂組織に関する分子発生遺伝学的研究」  

 【業績概要】  

   従来、植物発生学研究では、多様な植物種における形態形成機構の共通

性と多様性に関する研究や、特定の植物に特有な器官・構造に関する研究

は、十分になされていなかった。  

   田中助教は、イネを研究材料とし、特有な形態をした花とブランチ（枝）

の形態形成機構を、植物発生の根幹である分裂組織（幹細胞集団）の役割

と関連させて明らかにした。また本研究により、イネと、進化的に遠縁な

シロイヌナズナにおける、花とブランチの形態形成の制御機構の共通性と

多様性も明らかになった。  

   本研究成果は、植物発生の基本原理の解明をもたらすことから、生物学

の教科書を書き換え学校教育に寄与することに加え、イネの花やブランチ

の形態形成は米の収量と密接に関係していることから、イネの品種改良に

向けた研究にも応用可能であると期待される。  

 

 

【受賞者】橋本  涼太（広島大学学術院大学院先進理工系科学研究科  准教授） 

【業績名】「地盤と岩盤の力学に立脚した石積文化財の安定性評価法の研究」 

 【業績概要】   

   カンボジア王国の世界遺産、アンコール遺跡では、石積文化財の変状や

崩壊が多数発生している。その要因の一つとして、建造物を支える地盤の

変形や破壊が指摘されてきたが、地盤と石積の相互作用を考慮した力学的

な安定性評価法は確立されていなかった。  

   橋本准教授は、地盤と石積、そして両者が接触する境界の変形挙動を統

一的に評価可能な力学解析手法（弾塑性 NMM-DDA）を開発した。さら

に、開発した手法によりアンコール遺跡に現存する建造物の安定解析を実



施し、基礎の支持力不足による不安定化メカニズムを明らかにするととも

に、そのメカニズムに基づいた簡便な支持力評価式を構築した。  

   本研究成果は、今後、アンコール遺跡の建造物修復時の補修方法の設計

に利用できる他、国内の城郭石垣などの他の石積文化財の保全にも幅広く

応用可能であると期待される。  

 

 

 

 

【お問い合わせ先】  

 大学院統合生命科学研究科   助教  田中  若奈  

  TEL：082-424-7927  E-mail：wakanat@hiroshima-u.ac.jp 

大学院先進理工系科学研究科  准教授  橋本  涼太  

  TEL：082-424-7785  E-mail： ryotahashimoto@hiroshima-u.ac.jp 
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E-mail: ildp-program@office.hiroshimaa
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宮島で地域性種苗を活用した緑化に協力しました  

 

 

 広島大学大学院統合生命科学研究科附属宮島自然植物実験所は、広島県廿日

市市宮島で実施された、地域性種苗を活用した緑化への協力をおこないました。 

 宮島の貴重な自然を守るため、文化庁から許可を得た上で、広島県の策定し

た保護管理計画に基づき、地域性種苗を利用した植樹を令和 4 年 3 月に実施

しました。  

 今回利用したタネは宮島島内で許可を得て採集されたものです。また苗は、

宮島自然植物実験所の指導のもと、宮島学園の児童・生徒と廿日市市宮島支所、

宮島弥山を守る会などの方々が宮島で採集したタネから育てたものです。  

 3 月 16 日の緑化は、広島森林管理署の体験植樹として実施されたもので、

廿日市市立宮島小中学校（宮島学園）の生徒が参加しました。こちらではアカ

ガシやアラカシ、シロダモなどの樹種を用いました。  

 3 月 29 日の緑化は、平成 30 年 7 月豪雨の復旧に伴う道路付け替え工事に

伴い、実施しました。こちらではアラカシやウラジロガシ、シリブカガシ、ウ

リハダカエデなどの樹種を用いました。  

 これらの活動は地域の生物多様性を守るとともに、防災・減災の観点から、

平成 26 年から進めている事業の一環です。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】  

統合生命科学研究科  

附属宮島自然植物実験所  坪田  博美・内田  慎治  

TEL:0829-44-2025  FAX:0829-40-2001 

 

地 域 性 種 苗 の 植 え つ け の 様 子

（2022 年 3 月 16 日）  

地 域 性 種 苗 の 植 え つ け の 様 子

（2022 年 3 月 29 日）  


